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少年時代は、自然と触れ合うのが好きで、夏休

みになると母の故郷である福島の相馬に行って遊

んでいました。馬陵城址のお堀でザリガニ釣り、

松川浦で小ガレイやハゼを釣り、潮が引けば潮干

狩りをしていました。また、宇多川の百間橋付近

ではシジミを取りながら、小さなカジカや小鮒を

釣り、イチゴ農家の溜め池では、鮒や鯉を釣って

遊んでいたことを思い出します。

さて、今年はオリンピックの年ですが、オリン

ピックの競技で釣りが競技として採用されたこ

と、ご存知ですか？ 1900年にパリで開催された

第 2回オリンピックでは、釣りが競技種目の一つ

として採用され、セーヌ川で鯉などを釣って総重

量で勝敗を競ったそうです。また、2000年のシ

ドニー・オリンピックでは、「投げ釣り」競技を

行うことが検討されましたが、最終的に実施は見

送られたそうです。

釣りの歴史は古く、世界各地で旧石器時代の遺

跡に釣り針が見つかっています。海に囲まれた日

本でも、縄文時代に釣り針が出土しており、日本

の釣りはこの時代から始まったと言われていま

す。その当時の釣り針は、「鹿の骨」などを用い

て漁業に使われたそうです。この時代は、狩猟を

目的として魚を獲得していました。生きるために

漁に出ることを目的としていたので、釣り道具も

釣る技法も進化していきました。弥生時代には、

鉄製の釣り針が登場し、結んだ針が外れないよう

に“チモト”が付いたものが出てきました。錘
おもり

も

この時代から登場しているそうです。まさしく「食

料の糧」として釣りをするようになった時代です。

釣りが、「遊業」として趣味として広まったのは、

江戸時代からと言われています。

現在では、漁業などを生
なりわい

業としている人、スポー

ツとして楽しむ人、あるいは、趣味の一つとして

いる人もいます。先日のテレビ番組で「ドローン

で魚を釣る」動画が、放送されていました。仕掛

けを付けたドローンを湖面近くまで飛行させて、

ウキが沈んだら上げで魚を釣るという動画でし

た。近い将来には、ドローンに小型魚群探知機と

仕掛けを搭載し、そのデータを釣り人へ送信して、

魚のいるところに投下する釣りが見られるかもし

れません。投げ釣りならば、陸から 200m～ 250m

というところでドローンを使用すれば、釣りの世

界もまた変わってくるでしょう。

最近のタックル（道具）は、非常に高度な技術と、

魚の習性などの研究が進み、従来と異なる性能が

向上してきています。このような新製品は、釣り

人のニーズおよびシーズから生まれた製品です。

リールでは、「磁性流体」を利用した製品が出

ています。「磁性流体」は、1960年初めに NASA

が開発した機能性流体の一つで、磁力に反応し吸

着する特性をもっています。身近な利用例として、
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パソコンなどに内蔵される HDDの軸受に採用さ

れています。耐久性の向上と回転の騒音減少、防

塵
じん

シール機能として使われていたことから、「防

塵ができるなら防水もできるかもしれない」とい

う発想が生まれたそうです。海で使用するリール

は、“防水”“防塵”が永遠のテーマということも

あり、無謀と思われたメーカの開発陣の挑戦が始

まったそうです。

ロッド（釣り竿）についても天然素材である竹

などを利用していた時代から、グラスファイバー、

カーボンファイバーへと時代は移り変わっていき

ました。強度や弾性率を上げるために、カーボン

ファイバーの特性を活かしたロッド構造の開発が

されてきました。ブレのない投げやすいロッドを

開発するために、特性である正確性、投げやすさ、

遠くへ飛ばすための遠投力、長く使用しても疲れ

を感じない低疲労、感度と質を探求しています。

ロッドに取り付けるガイドも進化してきまし

た。金属リングから摩耗と滑りをよくするセラ

ミック素材（SiC）を使用したガイドが、使用さ

れるようになりました。ガイドリングの特性には、

硬さ、滑り、軽さ、強さ、そして摩擦熱を逃がす

放熱性というものがあります。また、この素材の

進化は、ライン（釣り糸）の進化によるものかと

思います。一昔前は、ナイロンが主流でした。し

かし、最近では、魚の当たりが直接伝わるように、

より遠くへ飛ばすために風の抵抗を小さくして、

ナイロンよりも細くて丈夫な糸を使用したいとい

うニーズがありました。そこで、細いポリエチレ

ン繊維を何本も編みこんで一本にしたライン（PE

ライン）が開発されました。金属、樹脂ガイドリ

ングでは、PEラインにより摩耗が進行し溝がで

きラインを傷つけやすくなるために、耐摩耗性を

考慮したセラミック素材が使用されたという経緯

があるようです。

私は、小学生の頃に「ヘラブナ」に熱中し、兄

とクジャクの羽やバルサ材で「ウキ」作りをして

いました。中学生になると、渓流のニジマス釣り

に興味をもち、金物でスプーンやスピナー、バル

サ材で魚の形に模したルアーを作って、お風呂場

で動作確認していたことを思い出します。あの当

時の釣り道具は、私にとっては高価でしたので、

家で作るというのが楽しみだったようです。

現在は、老眼が進み細かい作業は苦労しますが、

海釣りの仕掛けは自作にしています。最近は、ス

テンレスのバネ材と半田ごてを購入し天秤
びん

づくり

に凝っています。作るより市販品を買った方が安

価ですが、こだわりの一つとして、自作品で魚を

釣りたいという釣り師としての欲望があります。

釣りに行く前日は、魚の種類や大きさにより、

使用する針の大きさやハリスの太さ、針の本数、

または、海の状況により仕掛けを変えて準備して

います。自作の天秤では、小さな魚の当たりでも

敏感に感じ取ることができ、魚に違和感を与えな

いようなバネ構造で細めに作るように工夫してい

ます。早朝の釣行に備え、魚と仕掛けとのイメー

ジトレーニングをしながら寝付きます。

実釣のときは、周囲の環境の変化を観察しなが

ら、仕掛けが環境になじんで、魚が何のためらい

もなく、エサが食べられるように魚のいるポイン

トへ投入します。投入された仕掛けをゆっくり動

かし、止めたりしながら当たりを待つのです。し

ばらくすると、心地よい魚の当たり「プルルン？」

という魚振が伝わってきます。この当たりで魚の

種類がわかります。ゆっくりとリールを巻いて、

魚を誘うと再び「プルルン」と糸を伝わってロッ

ドに振動が伝わってきます。この感触が忘れられ

ず、釣りの楽しさを増していきます。

自作の仕掛けで何が楽しいかというと、自分で

針の大きさやハリス間の間隔などが調整できるこ

とではないでしょうか？自作の仕掛けで魚からの

当たりがあったときの喜びには、大変胸が弾みま
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す。このドキドキ感を抑え、釣り上げたときは喜

びとともに何とも言えない優越感に浸ります。魚

が釣れても、喜んでばかりはいられません。当た

りがあったときの感触、距離、エサの状態、針の

掛り具合、釣れた針の位置などを確認し、次の投

入の参考データとします。当たりがないときでも、

当たりがあっても魚が釣れないときでも同じよう

な確認をします。

釣れたときは、同一場所に仕掛けを投入して同

じように当たりを待ち、釣れない場合はエサの交

換や投入距離を変えたりして、魚のいる場所を探

るのです。そして、今までのデータを調査・分析

し、次の投入ポイントやエサの付け方、仕掛けの

回収速度を考え、次の手を打っていくのです。こ

れは、まさしく PDCAサイクルに当てはまりま

すね。

今回は、釣りというテーマでモノづくりとの関

係を考えました。新しいリールの発明やカーボン

ロッドの登場、PEラインのように新素材の採用

により、さまざまな道具（タックル）も進化して

きました。

次世代へ繋げるためにも、世の中の流れを見て、

ニーズとシーズのバランスを考えながら方針を立

て、実行し、その結果を分析・評価して次の新し

い課題に取り組んでいくことにより、新しい技術、

新しい製品が生まれてくるものと信じて、技術の

発展を期待しています。
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